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(57)【要約】
　本開示の態様は、セル捕捉を実行することに関連する
時間を低減するためにＢＳおよび／またはＵＥによって
使用され得る技法を提供する。ＢＳによって実行される
例示的な方法は、一般的に、１つまたは複数のＵＥによ
るセル捕捉を支援するための機会を決定することと、お
よび決定された機会の間に、セル捕捉に関して使用され
る１つまたは複数の信号のための送信電力をブーストす
ることとを含む。ＵＥによって実行される別の例示的な
方法は、一般的に、基地局によって送信された１つまた
は複数の信号に基づいて、セル捕捉を実行するために第
１の低電力状態を出ることと、およびセル捕捉を実行す
るときに捕捉時間を低減するための１つまたは複数の行
動をとることとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信に関する方法であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）によるセル捕捉を支援するための１つまたは複数
の機会を決定することと、および
　前記決定された１つまたは複数の機会の間に、セル捕捉に関して使用される１つまたは
複数の信号のための送信電力をブーストすることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記決定は、前記１つまたは複数のＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）構成の、前記基地局によ
る、知識に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のＵＥのアウェイクサイクルを整合させる努力において、前記１つ
または複数のＵＥのＤＲＸ構成を構成すること
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のＵＥに、前記決定された１つまたは複数の機会に関する情報を告
知すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記決定された１つまたは複数の機会に関する前記情報は、システム情報のブロードキ
ャストを介して告知される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信電力をブーストすることは、利用可能なシステム帯域幅の中心帯域幅領域に利
用可能な送信電力を割り振ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　セル捕捉に関して使用される前記１つまたは複数の信号の前記送信電力をブーストする
ために、前記決定された１つまたは複数の機会の間に、物理ダウンリンクの共有チャネル
（ＰＤＳＣＨ）の割当ての数を低減することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の信号は、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、ま
たは物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信に関する方法であって、
　基地局によって送信された１つまたは複数の信号に基づいて、セル捕捉を実行するため
に第１の低電力状態を出ることと、および
　前記セル捕捉を実行するときに捕捉時間を低減するための１つまたは複数の行動をとる
ことと
を備える、方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の信号はブーストされた送信電力を用いて送信される複数の機会に
関する情報をもつ告知を受信すること
をさらに備え、および
　ここにおいて、前記１つまたは複数の行動をとることは、前記告知における前記情報に
基づいて、前記第１の低電力状態を出ることを調整することを備える、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記複数の告知された機会のうちの１つの間にすでに実行されたセル捕捉に基づいて、
１つまたは複数の信号を監視するために第２の低電力状態を出ること
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をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数の行動をとることは、複数の同期信号の低減されたセットを監視し
ながらセル捕捉を実行することを備え、ここにおいて、前記低減されたセットは、あらか
じめ決定されたセルＩＤに少なくとも部分的に基づく、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の同期信号の前記低減されたセットを監視することは、前記あらかじめ決定された
セルＩＤに対応する１次同期信号（ＰＳＳ）および２次同期信号（ＳＳＳ）のタイミング
を探索することを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の行動をとることは、
　１つまたは複数の信号品質の測定値に基づいて前記セル捕捉を終了することと、および
　前記セル捕捉を終了した後に前記第１の低電力状態に戻ることと
を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の信号は、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、ま
たは物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、請求
項９に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信に関する装置であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）によるセル捕捉を支援するための１つまたは複数
の機会を決定するための手段と、および
　前記決定された１つまたは複数の機会の間に、セル捕捉に関して使用される１つまたは
複数の信号のための送信電力をブーストするための手段と
を備える、装置。
【請求項１７】
　決定するための前記手段は、前記１つまたは複数のＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）構成の、
前記基地局による、知識に基づいて決定する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数のＵＥのアウェイクサイクルを整合させる努力において、前記１つ
または複数のＵＥのＤＲＸ構成を構成するための手段
をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のＵＥに、前記決定された１つまたは複数の機会に関する情報を告
知するための手段
をさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記決定された１つまたは複数の機会に関する前記情報は、システム情報のブロードキ
ャストを介して告知される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記送信電力をブーストするための手段は、利用可能なシステム帯域幅の中心帯域幅領
域に利用可能な送信電力を割り振るための手段を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　セル捕捉に関して使用される前記１つまたは複数の信号の前記送信電力をブーストする
ために、前記決定された１つまたは複数の機会の間に、物理ダウンリンクの共有チャネル
（ＰＤＳＣＨ）の割当ての数を低減するための手段をさらに備える、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数の信号は、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、ま
たは物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、請求
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項１６に記載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信に関する装置であって、
　基地局によって送信された１つまたは複数の信号に基づいて、セル捕捉を実行するため
に第１の低電力状態を出るための手段と、および
　前記セル捕捉を実行するときに捕捉時間を低減するための１つまたは複数の行動をとる
ための手段と
を備える、装置。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数の信号は、ブーストされた送信電力を用いて送信される複数の機会
に関する情報をもつ告知を受信するための手段
をさらに備え、および
　ここにおいて、前記１つまたは複数の行動をとるための前記手段は、前記告知における
前記情報に基づいて、前記第１の低電力状態を出ることを調整するための手段を備える、
請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記複数の告知された機会のうちの１つの間にすでに実行されたセル捕捉に基づいて、
１つまたは複数の信号を監視するために第２の低電力状態を出るための手段
をさらに備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記１つまたは複数の行動をとるための前記手段は、複数の同期信号の低減されたセッ
トを監視しながらセル捕捉を実行するための手段を備え、ここにおいて、前記低減された
セットは、あらかじめ決定されたセルＩＤに少なくとも部分的に基づく、請求項２４に記
載の装置。
【請求項２８】
　複数の同期信号の前記低減されたセットを監視することは、前記あらかじめ決定された
セルＩＤに対応する１次同期信号（ＰＳＳ）および２次同期信号（ＳＳＳ）のタイミング
を探索するための手段を備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数の行動をとるための前記手段は、
　１つまたは複数の信号品質の測定値に基づいて前記セル捕捉を終了するための手段と、
および
　前記セル捕捉を終了した後に前記第１の低電力状態に戻るための手段と
を備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記１つまたは複数の信号は、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、ま
たは物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、請求
項２４に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、両方が本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み
込まれる、２０１５年４月３日に出願された「ENHANCED CELL ACQUISITION FOR ENHANCED
 MACHINE TYPE COMMUNICATIONS」と題する米国仮出願第６２／１４２，９３５号の利益を
主張する、２０１６年３月８日に出願された米国特許出願第１５／０６３，７９１号の優
先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信に一般的に関し、より詳細には、カ
バレージ拡張（coverage enhancement）を伴うマシンタイプ通信（ＭＴＣ：machine type
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 communication(s)）のデバイスのような、いくつかのワイヤレスデバイスによるセル捕
捉（cell acquisition）時間を低減することに関する技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、データなどのような、様々なタイプの通信コ
ンテンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステ
ムリソース（たとえば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザと
の通信をサポートすることが可能な多元接続システム(multiple-access system)であり得
る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、ロングタ
ームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evolution）アドバンストシス
テムを含む第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Genera
tion Partnership Project）ＬＴＥ、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）シス
テムを含む。
【０００４】
　[0004]一般的に、ワイヤレス多元接続通信システムは、マルチプルなワイヤレス端末に
関する通信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向のリンクおよび逆方向
のリンク上での送信を介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向のリンク（また
はダウンリンク）は基地局から端末への通信リンクに言及し、および逆方向のリンク（ま
たはアップリンク）は端末から基地局への通信リンクに言及する。この通信リンクは、単
入力単出力、多入力単出力または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得
る。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスに関する通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスデバイスはユーザ機
器（ＵＥ）を含み得る。いくつかのＵＥは、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）のＵＥと見なさ
れ得、それはリモートデバイスを含み得、それは基地局、別のリモートデバイス、または
いくつかの他のエンティティ(entity)と通信し得る。マシンタイプ通信（ＭＴＣ）は、通
信の少なくとも１つの端部上の少なくとも１つのリモートデバイスを含む通信に言及し得
、および必ずしもヒューマンインタラクション(interaction)を必要とするとは限らない
１つまたは複数のエンティティを含むデータ通信の形態を含み得る。ＭＴＣ　ＵＥは、た
とえば、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）を通して、ＭＴＣサーバお
よび／または他のＭＴＣデバイスとのＭＴＣ通信が可能であるＵＥを含み得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のシステム、方法、およびデバイスのそれぞれは、いくつかの態様を有し
、それらのうちいずれの単一の態様も単独でその望ましい属性を担わない。以下の特許請
求の範囲によって表されるような本開示の範囲を限定することなしに、いくつかの特徴は
手短に記述される。この議論を考察した後、特に「発明を実施するための形態」と題され
たセクションを読んだ後、人は、どのように本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークに
おけるアクセスポイントと局との間の改善された通信を含む利点を提供するかが理解され
よう。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、セルを探索および／または捕捉することに関連する
時間の量を低減するための装置および技法を提供する。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信に関する方法
を提供する。本方法は、一般的に、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）によるセル捕捉
を支援するための１つまたは複数の機会を決定することと、および決定された機会の間に
、セル捕捉に関して使用される１つまたは複数の信号のための送信電力をブーストするこ
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ととを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信に関する
方法を提供する。本方法は、一般的に、基地局によって送信された１つまたは複数の信号
に基づいて、セル捕捉を実行するために第１の低電力状態を出ることと、およびセル捕捉
を実行するときに捕捉時間を低減するための１つまたは複数の行動(action)をとることと
を含む。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信に関する装置を提供する。本装置は
、一般的に、１つまたは複数のＵＥによるセル捕捉を支援するための１つまたは複数の機
会を決定するための手段と、および決定された機会の間に、セル捕捉に関して使用される
１つまたは複数の信号のための送信電力をブーストするための手段とを含む。
【００１１】
　[0011]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信に関する装置を提供する。本装置は
、一般的に、基地局によって送信された１つまたは複数の信号に基づいて、セル捕捉を実
行するために第１の低電力状態を出るための手段と、およびセル捕捉を実行するときに捕
捉時間を低減するための１つまたは複数の行動をとるための手段とを含む。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信に関する装置を提供する。本装置は
、一般的に、１つまたは複数のＵＥによるセル捕捉を支援するための１つまたは複数の機
会を決定するように、および決定された１つまたは複数の機会の間に、セル捕捉に関して
使用される１つまたは複数の信号のための送信電力をブーストするように、構成された少
なくとも１つのプロセッサを含む。本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサと結び付
けられたメモリを含む。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信に関する装置を提供する。本装置は
、一般的に、基地局によって送信された１つまたは複数の信号に基づいて、セル捕捉を実
行するために第１の低電力状態を出るように、およびセル捕捉を実行するときに捕捉時間
を低減するための１つまたは複数の行動をとるように、構成された少なくとも１つのプロ
セッサを含む。本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサと結び付けられたメモリを含
む。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、その上に記憶されたコンピュータ実行可能なコード
を有するコンピュータ可読媒体を提供する。コンピュータ可読媒体は、一般的に、１つま
たは複数のＵＥによるセル捕捉を支援するための１つまたは複数の機会を決定することと
、および１つまたは複数の決定された機会の間に、セル捕捉に関して使用される１つまた
は複数の信号のための送信電力をブーストすることに関するコードを含む。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様は、その上に記憶されたコンピュータ実行可能なコード
を有するコンピュータ可読媒体を提供する。コンピュータ可読媒体は、一般的に、基地局
によって送信された１つまたは複数の信号に基づいて、セル捕捉を実行するために第１の
低電力状態を出ることをＵＥに行わせることと、およびセル捕捉を実行するときに捕捉時
間を低減するための１つまたは複数の行動をとることに関するコードを含む。
【００１６】
　[0016]多数の他の態様は、方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、およ
び処理システムを含めて提供される。上記および関係する目的の達成のために、１つまた
は複数の態様は、以下で十分に記述され、および特許請求の範囲で詳細に指摘される特徴
を備える。以下の記述および添付の図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な
特徴を詳細に記載する。これらの特徴は、しかしながら、様々な態様の原理が採用され得
る様々な方法のほんのいくつかを示すものであり、およびこの記述は、すべてのそのよう
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な態様およびそれらの均等物を含むものとする。
【００１７】
　[0017]本開示の上記で引用された特徴が詳細に理解され得るように、上記で手短に要約
された、より具体的な記述は、態様への言及によって有しられ得、それらの一部は添付の
図面に示される。しかしながら、添付の図面は、その記述は他の等しく有効な態様に通じ
得るので、本開示のいくつかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限
定するものと見なされるべきではないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】[0018]本開示のいくつかの態様に従った、ワイヤレス通信ネットワークの一例を
概念的に示すブロック図。
【図２】[0019]本開示のいくつかの態様に従った、ワイヤレス通信ネットワークにおいて
ユーザ機器（ＵＥ）と通信している基地局の一例を概念的に示すブロック図。
【図３】[0020]本開示のいくつかの態様に従った、ワイヤレス通信ネットワークにおける
フレーム構造の一例を概念的に示すブロック図。
【図４】[0021]本開示のいくつかの態様に従った、ノーマルサイクリックプレフィックス
(normal cyclic prefix)をもつ２つの例示的なサブフレームのフォーマットを概念的に示
すブロック図。
【図５】[0022]本開示のいくつかの態様に従った、セル探索のプロシージャにおいて使用
され得る例示的な信号を示す図。
【図６】[0023]本開示のいくつかの態様に従った、基地局によって実行され得るワイヤレ
ス通信に関する例示的な動作を示す図。
【図７】[0024]本開示のいくつかの態様に従った、ユーザ機器によって実行され得るワイ
ヤレス通信に関する例示的な動作を示す図。
【図８】[0025]本開示のいくつかの態様に従った、ＢＳがセル捕捉に関して使用される１
つまたは複数の信号の送信電力をブーストし得る、例示的なシナリオ(scenario)を示す図
。
【図９】[0026]本開示のいくつかの態様に従った、ＢＳがセル捕捉に関して使用される１
つまたは複数の信号の送信電力をブーストし得る、例示的なシナリオを示す図。
【図１０】[0027]本開示のいくつかの態様に従った、ＵＥが１つまたは複数の信号品質の
測定値に基づいてセル捕捉を終了し得る、例示的なシナリオを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　[0028]理解を容易にするために、同じ参照番号は、可能な場合、各図に共通である同じ
要素を指定するために使用されている。一実施形態において開示される要素は、特定の引
用なしに他の実施形態に有益に利用され得ることが企図される。
【００２０】
　[0029]本開示の態様は、従来のセル捕捉の技法に対して、セルを探索および捕捉するこ
とに関連する時間を低減するために使用され得る様々な拡張された技法を提供する。本技
法は、セル捕捉に関して使用される１つまたは複数の信号（たとえば、１次同期信号、２
次同期信号、物理ブロードキャストチャネルなどのような）を受信することに関連する時
間の量を低減するために、ＭＴＣデバイスおよび／あるいは拡張されたまたは発展された
ＭＴＣ（ｅＭＴＣ）デバイスのような、いくつかのデバイスによって使用され得る。
【００２１】
　[0030]たとえば、以下でより詳細に記述されるように、いくつかの態様では、基地局は
、１つまたは複数の信号の送信電力をブーストすることによって、セル捕捉において１つ
または複数のユーザ機器を支援し得る。これらの信号は、ユーザ機器の１つまたは複数の
電力状態に部分的に基づく、いくつかの機会の間にブーストされ得る。同様に、いくつか
の態様では、同じく以下でより詳細に記述されるように、ユーザ機器は、セル捕捉を実行
するときに捕捉時間を低減するための１つまたは複数の行動をとり得る。そのような行動
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は、基地局からブーストされた電力である１つまたは複数の信号を監視するために、１つ
または複数の低電力状態を出ること、１つまたは複数の信号の低減されたセットを監視す
ること、信号品質の測定値に基づいてセル捕捉を終了することなどを含み得る。
【００２２】
　[0031]本明細書で記述される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のネットワークのような、様々なワイヤレス通信ネットワークに関
して使用され得る。用語「ネットワーク」および「システム」はしばしば互換的に使用さ
れる。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：universa
l terrestrial radio access）、ｃｄｍａ２０００などのような無線技術を実行し得る。
ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２００
０、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６の規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバ
イル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実行し得る。
ＯＦＤＭＡネットワークは、発展されたＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：evolved UTRA）、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：ultra mobile broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線技術を実行し
得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシ
ステム（ＵＭＴＳ：universal mobile telecommunication system）の一部である。周波
数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方における３ＧＰＰロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを
使用するＵＭＴＳの新しいリリースであり、それはダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを採用
し、およびアップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを採用する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
」（３ＧＰＰ）と称される団体からの文書に記述されている。ｃｄｍａ２０００およびＵ
ＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation P
artnership Project 2）と称される団体からの文書に記述されている。本明細書で記述さ
れる技法は、他のワイヤレスネットワークおよび無線技術と同様に、上記の無線技術およ
びワイヤレスネットワーク、に関して使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの
態様はＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストに関して以下で記述され、およびＬＴＥ／ＬＴＥアド
バンストの専門用語は以下の記述の大部分で使用される。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、Ｌ
ＴＥと一般的に言及される。
【００２３】
　[0032]図１は、例示的なワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、そこにおいて本開
示の態様は実施され得る。たとえば、セルを探索することおよび／またはセルを捕捉する
ことに関して使用される１つまたは複数の信号は、ワイヤレス通信ネットワーク１００に
おける１つまたは複数のＵＥ１２０に、ワイヤレス通信ネットワーク１００における１つ
または複数のＢＳ／ｅＮＢ１１０によって送信され得る。以下でより詳細に記述されるよ
うに、本明細書で提示される技法は、１つまたは複数の信号に基づいてセル捕捉を実行す
るＵＥ１２０に関連する時間の量を低減するためにｅＮＢ１１０および／または（１つま
たは複数の）ＵＥ１２０によって使用され得る。本明細書で使用されるように、用語「セ
ル捕捉」は、セルを探索することおよび／またはセルを捕捉すること（たとえば、セルに
同期すること）に言及するために使用され得る。
【００２４】
　[0033]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、ＬＴＥネットワークまたはいくつかの他
のワイヤレスネットワークであり得る。ワイヤレス通信ネットワーク１００は、いくつか
の発展されたノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他のネットワークのエンティティとを含み得る
。ｅＮＢは、ユーザ機器（ＵＥ）と通信するエンティティであり、および基地局、ノード
Ｂ、アクセスポイント（ＡＰ）などとも言及され得る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリア
に通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、用語「セル」は、この用語が使用されるコ
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ンテキスト(context)に依存して、このカバレージエリアをサービスするｅＮＢサブシス
テムおよび／またはｅＮＢのカバレージエリアに言及することができる。
【００２５】
　[0034]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、およびサービスの予約(subscription)を有するＵ
Ｅによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバ
ーし得、およびサービスの予約を有するＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェ
ムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、およびフェム
トセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定された加入者グループ（ＣＳＧ）における
ＵＥ）による制限されたアクセスを可能にし得る。マクロセルに関するｅＮＢはマクロｅ
ＮＢと言及され得る。ピコセルに関するｅＮＢはピコｅＮＢと言及され得る。フェムトセ
ルに関するｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と言及され得る。図
１に示されている例では、ｅＮＢ１１０ａはマクロセル１０２ａに関するマクロｅＮＢで
あり得、ｅＮＢ１１０ｂはピコセル１０２ｂに関するピコｅＮＢであり得、およびｅＮＢ
１１０ｃはフェムトセル１０２ｃに関するフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは１つまた
は複数の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る。用語「ｅＮＢ」、「基地局」、お
よび「セル」は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００２６】
　[0035]ワイヤレス通信ネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、アッ
プストリーム(upstream)の局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信す
ることができ、およびそのデータの送信をダウンストリーム(downstream)の局（たとえば
、ＵＥまたはｅＮＢ）に送ることができるエンティティである。中継局はまた、他のＵＥ
に関する送信を中継することができるＵＥであり得る。図１に示されている例では、中継
（局）のｅＮＢ１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄとの間の通信を促進するため
に、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信し得る。中継局はまた、リレーｅＮ
Ｂ、リレー基地局、リレーなどと言及され得る。
【００２７】
　[0036]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、たとえば、マク
ロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーｅＮＢなどを含む異種のネットワークで
あり得る。これらの異なるタイプのｅＮＢは、ワイヤレス通信ネットワーク１００におい
て、干渉への異なる影響および異なるカバレージエリア、異なる送信電力レベルを有し得
る。たとえば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、５～４０Ｗ）を有し得
、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーｅＮＢは、より低い送信電力レベル（たと
えば、０．１～２Ｗ）を有し得る。
【００２８】
　[0037]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結び付き得、およびこれ
らのｅＮＢに調整(coordination)および制御を与え得る。ネットワークコントローラ１３
０はバックホール(backhaul)を介してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、たとえば、ワ
イヤレスバックホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接的または間接的に互
いに通信し得る。
【００２９】
　[0038]ＵＥ１２０（たとえば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレス通信ネ
ットワーク１００全体にわたって分散され得、および各ＵＥは固定または移動であり得る
。ＵＥは、アクセス端末、端末、移動局（ＭＳ）、加入者ユニット、局（ＳＴＡ）などと
言及され得る。ＵＥの例は、セルラーフォン(cellular phone)、携帯情報端末（ＰＤＡ：
personal digital assistant）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘ
ルドデバイス(handheld device)、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイ
ヤレスローカルループ（ＷＬＬ：wireless local loop）局、タブレット、スマートフォ
ン、ネットブック、スマートブック、ウルトラブック、ゲームデバイス、ナビゲーション
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デバイス、バーチャルリアリティデバイス、ウェアラブルデバイス（たとえば、スマート
眼鏡／ゴーグル／ヘッドアップディスプレイ、スマートウォッチ、スマートリストバンド
、スマート衣類）、ドローン、ロボット／ロボティックデバイス、車両デバイスなどを含
み得る。いくつかのＵＥは、ＭＴＣ　ＵＥであり得る。ＭＴＣ　ＵＥの例は、センサー、
メーター、モニタ、ロケーションタグ、ドローン、トラッカー、ロボット／ロボティック
デバイスなどを含む。ＭＴＣデバイスのようないくつかのデバイスのカバレージを拡張す
るために、「バンドリング(bundling)」が利用され得、そこにおいて、いくつかの送信は
、たとえば、マルチプルなサブフレーム上で同じ情報をもつ、送信のバンドルとして送ら
れる。他のＵＥと同様に、いくつかのＭＴＣ　ＵＥは、モノのインターネット（ＩｏＴ：
internet of things）のデバイス（たとえば、狭帯域ＩｏＴ（ＮＢ－ＩｏＴ）のデバイス
）またはすべてのモノのインターネット（ＩｏＥ：internet of everything）のデバイス
として実行され得る。図１において、両矢印付きの実線は、ＵＥとサービング(serving)
ｅＮＢとの間の所望の送信を示し、それはダウンリンクおよび／またはアップリンク上で
、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢである。両矢印付きの破線は、ＵＥと
ｅＮＢとの間の潜在的に干渉する送信を示す。
【００３０】
　[0039]ワイヤレス通信ネットワーク１００（たとえば、ＬＴＥネットワーク）における
１つまたは複数のＵＥ１２０はまた、たとえば、低コストのＭＴＣ　ＵＥ、低コストのｅ
ＭＴＣ　ＵＥ、低コストのＩｏＴ　ＵＥなどのような、低コスト、低データレートのデバ
イスであり得る。低コストのＵＥは、ＬＴＥネットワークにおけるアドバンストなＵＥお
よび／またはレガシー(legacy)と共存し得、およびワイヤレスネットワークにおける他の
ＵＥ（たとえば、非低コストのＵＥ）と比較される時に制限された１つまたは複数の能力
を有し得る。たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２では、ＬＴＥネットワークにおけるアドバ
ンストなＵＥおよび／またはレガシーと比較される時に、低コストのＵＥは、以下の１つ
または複数を用いて動作し得る：（レガシーＵＥに対する）最大帯域幅の低減、単一の受
信無線周波数（ＲＦ）のチェーン、ピークレートの低減（たとえば、トランスポートのブ
ロックサイズ（ＴＢＳ）に関する最大１０００ビットはサポートされ得る）、送信電力の
低減、ランク１の送信、半二重動作など。いくつかのケースでは、半二重動作がサポート
される場合、低コストのＵＥは、送信動作から受信動作への（または受信動作から送信動
作への）緩和された切替えタイミングを有し得る。たとえば、１つのケースでは、レガシ
ーおよび／またはアドバンストなＵＥに関する２０マイクロ秒（μｓ）の切替えタイミン
グと比較されて、低コストのＵＥは、１ミリ秒（ｍｓ）の緩和された切替えタイミングを
有し得る。
【００３１】
　[0040]いくつかのケースでは、低コストのＵＥはまた、ＬＴＥネットワークにおけるア
ドバンストなＵＥおよび／またはレガシーがダウンリンク（ＤＬ）の制御チャネルを監視
するのと同様のアウェイ(away)で、ＤＬの制御チャネルを監視することが可能であり得る
。たとえば、低コストのＵＥは、比較的狭帯域を占有するが、サブフレームの長さをスパ
ニングする(spanning)、狭帯域の制御チャネル（たとえば、拡張されたＰＤＣＣＨ（ｅＰ
ＤＣＣＨ））と同様に、最初の数個のシンボルにおける広帯域の制御チャネル（たとえば
、物理ダウンリンクの制御チャネル（ＰＤＣＣＨ））を監視し得る。
【００３２】
　[0041]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、ＭＴＣ動作をサポートすることに加えて
、または代替として、追加のＭＴＣ拡張（たとえば、ｅＭＴＣ動作）をサポートし得る。
たとえば、（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３における）低コストのｅＭＴＣ　ＵＥは、
（たとえば、特定のＲＡＴによってサポートされる利用可能なシステム帯域幅から区分さ
れる１つまたは複数の狭帯域領域上で動作する狭帯域の動作をサポートすることが可能で
あり得る。ＬＴＥに言及すると、低コストのＵＥは、より広いシステム帯域幅内で（たと
えば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚにおいて）共存しながら、（利用可能な
システム帯域幅から区分される）６つのリソースブロック（ＲＢ）または１．４ＭＨｚの
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特定の狭帯域の割当て上で動作し得る。低コストのｅＭＴＣ　ＵＥはまた、１つまたは複
数のカバレージ動作モードをサポートし得る（そこにおいて、同じメッセージの繰り返し
はマルチプルなサブフレームにわたってバンドルまたは送信され得る）。たとえば、低コ
ストのｅＭＴＣ　ＵＥは、レガシーのＬＴＥユーザに関して１５ｄＢまでのカバレージ拡
張をサポートし得る。
【００３３】
　[0042]本明細書で使用されるように、ＭＴＣデバイス、ｅＭＴＣデバイスなどのような
、制限された通信リソースをもつデバイスは、一般的に低コストＵＥと言及される。同様
に、（たとえば、ＬＴＥにおける）レガシーおよび／またはアドバンストなＵＥのような
、レガシーデバイスは、一般的に非低コストのＵＥと言及される。
【００３４】
　[0043]いくつかのケースでは、ＵＥ（たとえば、低コストのＵＥまたは非低コストのＵ
Ｅ）は、ネットワークにおいて通信する前にセル探索および捕捉のプロシージャを実行し
得る。１つのケースでは、一例として図１に示されているＬＴＥネットワークに言及して
、ＵＥがＬＴＥセルに接続されておらず、およびＬＴＥネットワークにアクセスすること
を希望するとき、ＵＥはセル探索および捕捉のプロシージャを実行し得る。これらのケー
スでは、ＵＥは、ちょうど電源を入れた、ＬＴＥセルへの接続を一時的に失った後に接続
を復元した、などであり得る。
【００３５】
　[0044]他のケースでは、ＵＥがＬＴＥセルにすでに接続されているとき、ＵＥはセル探
索および捕捉のプロシージャを実行し得る。たとえば、ＵＥは、新しいＬＴＥセルを検出
し得、および新しいセルへのハンドオーバ(handover)を準備し得る。別の例として、ＵＥ
は、１つまたは複数の低電力状態において動作していることがあり得（たとえば、間欠受
信（ＤＲＸ：discontinuous reception）をサポートし得）、および１つまたは複数の低
電力状態を出ると、（ＵＥはまだ接続されたモードにあるにもかかわらず）セル探索およ
び捕捉のプロシージャを実行し得る。
【００３６】
　[0045]図２は、ＢＳ／ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図であり、それ
は、それぞれ、図１において、ＢＳ／ｅＮＢ１１０のうちの１つ、およびＵＥ１２０のう
ちの１つであり得る。ＢＳ１１０はＴ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを装備し得、およ
びＵＥ１２０はＲ個のアンテナ２５２ａ～２５２ｒを装備し得る、ただし、一般的にＴ≧
１およびＲ≧１である。
【００３７】
　[0046]ＢＳ１１０において、送信プロセッサ２２０は、１つまたは複数のＵＥに関して
データソース２１２からデータを受信し得、ＵＥから受信されたチャネル品質のインジケ
ータ（ＣＱＩ）に基づいて各ＵＥに関する１つまたは複数の変調およびコーディング方式
（ＭＣＳ）を選択し得、そのＵＥに関して選択された（１つまたは複数の）ＭＣＳに基づ
いて各ＵＥに関するデータを処理（たとえば、符号化および変調）し得、およびすべての
ＵＥにデータシンボルを与え得る。送信プロセッサ２２０はまた、（たとえば、半静的な
リソース区分情報（ＳＲＰＩ：semi-static resource partitioning information）など
に関する）システム情報および制御情報（たとえば、ＣＱＩの要求、許可、上位レイヤの
シグナリングなど）を処理し得、およびオーバーヘッドシンボルおよび制御シンボルを与
え得る。プロセッサ２２０はまた、基準信号（たとえば、共通基準信号（ＣＲＳ：common
 reference signal））および同期信号（たとえば、１次同期信号（ＰＳＳ：primary syn
chronization signal）および２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization signa
l））に関する基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロ
セッサ２３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、オーバーヘッドシン
ボル、および／または基準シンボルに空間の処理（たとえば、プリコーディング(precodi
ng)）を実行し得、およびＴ個の出力シンボルのストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ：mod
ulator）２３２ａ～２３２ｔに与え得る。各ＭＯＤ２３２は、出力サンプルのストリーム
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を取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどに関して）それぞれの出力シンボルのスト
リームを処理し得る。各ＭＯＤ２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出
力サンプルのストリームを処理（たとえば、アナログへ変換、増幅、フィルタ処理、およ
びアップコンバート(upconvert)）し得る。変調器２３２ａ～２３２ｔからのＴ個のダウ
ンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介して送信され得る。
【００３８】
　[0047]ＵＥ１２０において、アンテナ２５２ａ～２５２ｒは、ＢＳ１１０および／また
は他のＢＳからダウンリンク信号を受信し得、および受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭ
ＯＤ：demodulator）２５４ａ～２５４ｒに与え得る。各ＤＥＭＯＤ２５４は、入力サン
プルを取得するために、その受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコ
ンバート(downconvert)、およびデジタル化）し得る。各ＤＥＭＯＤ２５４はさらに、受
信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなど関して）入力サンプルを処理し
得る。ＭＩＭＯ検出器２５６は、すべてのＲ個の復調器２５４ａ～２５４ｒから受信シン
ボルを取得し得、適用可能な場合、受信シンボルにＭＩＭＯの検出を実行し得、および検
出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ２５８は、検出されたシンボルを処理し得
（たとえば、復調および復号）、ＵＥ１２０に関する復号されたデータをデータシンク２
６０に与え得、および復号された制御情報およびシステム情報をコントローラ／プロセッ
サ２８０に与え得る。チャネルプロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号
強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、ＣＱＩなどを決定し得
る。
【００３９】
　[0048]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ２６４は、コントロ
ーラ／プロセッサ２８０からの（たとえば、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなど
を備えるレポートに関する）制御情報およびデータソース２６２からのデータを受信およ
び処理し得る。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号に関する基準シンボ
ルを生成し得る。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩ
ＭＯプロセッサ２６６によってプリコードされ得、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭ
などに関して）ＭＯＤ２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理され得、およびＢＳ１１０
に送信され得る。ＢＳ１１０において、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信
号は、アンテナ２３４によって受信され得、ＤＥＭＯＤ２３２によって処理され得、適用
可能な場合はＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され得、およびＵＥ１２０によって送ら
れた、制御情報および復号されたデータを取得するために、受信プロセッサ２３８によっ
てさらに処理され得る。プロセッサ２３８は、復号されたデータをデータシンク２３９に
与え得、および復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ２４０に与え得る。ＢＳ
１１０は、通信ユニット２４４を含み得、および通信ユニット２４４を介してネットワー
クコントローラ１３０に通信し得る。ネットワークコントローラ１３０は、通信ユニット
２９４と、コントローラ／プロセッサ２９０と、およびメモリ２９２とを含み得る。
【００４０】
　[0049]コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれＢＳ１１０およびＵ
Ｅ１２０における動作を指示し得る。たとえば、ＢＳ１１０におけるコントローラ／プロ
セッサ２４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図６に示されている動
作６００および／または本明細書で記述される技法に関する他のプロセスを実行または指
示し得る。同様に、ＵＥ１２０におけるコントローラ／プロセッサ２８０および／または
他のプロセッサおよびモジュールは、図７に示されている動作７００および／または本明
細書で記述される技法に関する他のプロセスを実行または指示し得る。メモリ２４２およ
び２８２は、それぞれＢＳ１１０およびＵＥ１２０に関するプログラムコードおよびデー
タを記憶し得る。スケジューラ２４６は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上で
のデータ送信に関してＵＥをスケジュールし得る。
【００４１】
　[0050]図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤに関する例示的なフレーム構造３００を示す。ダ
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ウンリンクおよびアップリンクの各々に関する送信のタイムラインは、無線フレームの単
位に区分され得る。各無線フレームは、前もって決定された持続時間（たとえば、１０ｍ
ｓ））を有し得、および０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分され得
る。各サブフレームは２つのスロットを含み得る。各無線フレームは、したがって、０～
１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル
期間、たとえば、（図３に示されているように）ノーマルサイクリックプレフィックスに
関しては７つのシンボル期間、または拡張されたサイクリックプレフィックスに関しては
６つのシンボル期間を含み得る。各サブフレームにおける２Ｌ個のシンボル期間は０～２
Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。
【００４２】
　[0051]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルに関してシステム
帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおいてダウンリンク上で１次同期信号（ＰＳＳ）と２次同
期信号（ＳＳＳ）とを送信し得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、図３に示されているように、
ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５に
おいて、それぞれ、シンボル期間６および５において送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳＳ
は、セル探索および捕捉に関してＵＥによって使用され得る。たとえば、ＰＳＳは、物理
レイヤの識別（たとえば、０～２）に関する情報をＵＥに与え得、それは、物理レイヤセ
ルの３つのグループのうちのどれが、ＬＴＥセルが属し得ると特定するかを特定し得る。
ＰＳＳはまた、シンボルのタイミング検出、周波数のオフセット検出などにおいて、ＵＥ
によって使用され得る。ＳＳＳは、物理レイヤのセル識別グループ番号（たとえば、０～
１６７）に関する情報をＵＥに与え得、および無線フレームのタイミング検出、サイクリ
ックプレフィックス長の検出、時分割複信（ＴＤＤ）／周波数分割複信（ＦＤＤ）の検出
などに関して、ＵＥによって使用され得る。
【００４３】
　[0052]ＵＥは、（たとえば、ＰＳＳからの）物理レイヤの識別および（たとえば、ＳＳ
Ｓからの）物理レイヤのセル識別グループ番号に基づいて、与えられたセルに関する物理
レイヤのセル識別（ＰＣＩ：physical layer cell identity）を決定し得る。たとえば、
一実施形態では、ＰＣＩは、３×（物理レイヤのセル識別グループ）＋物理レイヤの識別
に等しくなり得る。ＵＥは与えられたセルに関するＰＣＩを決定すると、以下で記述され
るように、ＵＥはセルから送信される基準信号のロケーションを決定し得、およびセルか
ら送信される（たとえば、セルを捕捉することに関して使用される）システム情報を受信
および復号することが可能であり得る。
【００４４】
　[0053]ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルに関してシステム帯域幅にわた
ってセルに固有の基準信号（ＣＲＳ：cell-specific reference signal）を送信し得る。
ＣＲＳは、各サブフレームのいくつかのシンボル期間において送信され得、およびチャネ
ルの推定、チャネルの品質測定、および／または他の機能を実行するためにＵＥによって
使用され得る。ｅＮＢはまた、いくつかの無線フレームのスロット１におけるシンボル期
間０～３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast chann
el）を送信し得る。
【００４５】
　[0054]ＰＢＣＨは、一般的に、セルへの最初のアクセスのためにＵＥによって使用され
得る、いくつかのシステム情報（たとえば、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ））を搬送し得
、以下同様。たとえば、ＰＢＣＨは、システム帯域幅、送信アンテナの数、システムのフ
レーム番号などに関する情報を搬送し得る。ｅＮＢはまた、いくつかのサブフレームにお
いて物理ダウンリンクの共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel
）上でシステム情報のブロック（ＳＩＢ：system information block）のような他のシス
テム情報を送信し得る。ｅＮＢは、サブフレームの第１のＢ個のシンボル期間において、
物理ダウンリンクの制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）
上で制御情報／データを送信し得、ここで、Ｂは各サブフレームに関して構成可能であり
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得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間において、ＰＤＳＣＨ上でトラフ
ィックデータおよび／または他のデータを送信し得る。
【００４６】
　[0055]ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、公開されている「
Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modul
ation」と題された３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１に記述されている。
【００４７】
　[0056]図４は、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ、ダウンリンクに関する２
つの例示的なサブフレームのフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクに関
する利用可能な時間周波数リソースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロ
ックは、１つのスロットにおいて１２個のサブキャリアをカバーし得、およびいくつかの
リソース要素を含み得る。各リソース要素は、１つのシンボル期間において１つのサブキ
ャリアをカバーし得、および１つの変調シンボルを送るために使用され得、それは実数値
または複素数値であり得る。
【００４８】
　[0057]サブフレームのフォーマット４１０は、２つのアンテナを装備したｅＮＢに関し
て使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１においてアンテナ０お
よび１から送信され得る。基準信号は、送信機および受信機によってアプリオリ(a prior
i)に知られている信号であり、およびパイロット(pilot)と言及され得る。ＣＲＳは、た
とえば、セル識別（ＩＤ）に基づいて生成された、セルに固有である基準信号である。図
４では、ラベルＲａをもつ与えられたリソース要素に関して、変調シンボルはアンテナａ
からはそのリソース要素上で送信され得、およびいずれの変調シンボルも他のアンテナか
らはそのリソース要素上で送信され得ない。サブフレームのフォーマット４２０は、４つ
のアンテナを装備したｅＮＢに関して使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７
および１１においてアンテナ０および１から、および、シンボル期間１および８において
アンテナ２および３から、送信され得る。サブフレームのフォーマット４１０と４２０の
両方に関して、ＣＲＳは、均等に間隔を開けられたサブキャリア上で送信され得、それは
セルＩＤに基づいて決定され得る。異なるｅＮＢは、それらのセルＩＤに依存して、同じ
または異なるサブキャリア上でそれらのＣＲＳを送信し得る。サブフレームのフォーマッ
ト４１０と４２０の両方に関して、ＣＲＳに関して使用されないリソース要素は、データ
（たとえば、トラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を送信する
ために使用され得る。
【００４９】
　[0058]インターレース(interlace)構造はＬＴＥにおけるＦＤＤに関するダウンリンク
およびアップリンクの各々に関して使用され得る。たとえば、０～Ｑ－１のインデックス
をもつＱ個のインターレースが定義され得、ここで、Ｑは、４、６、８、１０、またはい
くつかの他の値に等しくなり得る。各インターレースは、Ｑ個のフレーム分の間隔を開け
られたサブフレームを含み得る。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、
ｑ＋２Ｑなどを含み得、ここで、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝である。
【００５０】
　[0059]ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信
に関するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic retransmission requ
est）をサポートし得る。ＨＡＲＱに関して、送信機（たとえば、ｅＮＢ）は、パケット
が受信機（たとえば、ＵＥ）によって正確に復号されるか、またはいくつかの他の終了条
件が遭遇されるまで、パケットの１つまたは複数の送信を送り得る。同期のＨＡＲＱに関
して、パケットのすべての送信は、単一のインターレースのサブフレームにおいて送られ
得る。非同期のＨＡＲＱに関して、パケットの各送信は、いずれかのサブフレームにおい
て送られ得る。
【００５１】
　[0060]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内に位置し得る。これらのｅＮＢのうちの１
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つは、そのＵＥをサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信信号の強
度、受信信号の品質、経路損失などのような、様々な基準に基づいて選択され得る。受信
信号の品質は、信号対雑音干渉比（ＳＩＮＲ：signal-to-noise-and-interference ratio
）、または基準信号受信品質（ＲＳＲＱ：reference signal received quality）、また
はいくつかの他のメトリックによって定量化され得る。ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の
干渉するｅＮＢからの高い干渉を観測し得る支配的な干渉シナリオにおいて動作し得る。
【００５２】
　[0061]上述のように、ワイヤレス通信ネットワーク（たとえば、ワイヤレス通信ネット
ワーク１００）における１つまたは複数のＵＥは、ワイヤレス通信ネットワークにおける
他の（非低コストの）デバイスと比較されるように、低コストのＵＥのような、制限され
た通信リソースを有するデバイスであり得る。たとえば、上述のように、低コストのＵＥ
は、リンクバジェット(link budget)が制限されたデバイスであり得、およびそのリンク
バジェットの制限に基づいて（たとえば、低コストのＵＥに、または低コストのＵＥから
、送信されるメッセージに関して異なる繰り返し数を使用する）異なる動作モードで動作
し得る。たとえば、いくつかのケースでは、低コストのＵＥは、繰り返しがほとんどない
（たとえば、メッセージを成功裏に受信および／または送信するためにＵＥに関して必要
とされる繰り返し量は小さくなり得るか、または、繰り返しは必要とすらされ得ない）通
常のカバレージモードで動作し得る。代替的に、いくつかのケースでは、低コストのＵＥ
は、大きい量の繰り返しがあり得るカバレージ拡張（ＣＥ）モードで動作し得る。さらに
、いくつかのケースでは、非低コストのＵＥはまた、ＣＥモードをサポートすることが可
能であり得る。
【００５３】
　[0062]いくつかのケースでは、ＣＥモードで動作するとき、ＵＥ（たとえば、低コスト
のＵＥおよび／または非低コストのＵＥ）は、（たとえば、電源を入れる、（１つまたは
複数の）低電力モードを出る、新しいセルに入る、ハンドオーバなどのときに）セル探索
および捕捉のプロシージャを実行し得る。図５は、ＣＥモードで動作するいくつかのデバ
イスによって使用され得る、例示的なセル探索のプロシージャ５００を示す。
【００５４】
　[0063]図５に示されているように、５０２において、ＵＥは、最初に、ＢＳから送信さ
れたＰＳＳを検出する。５０４において、ＵＥは、次いで、ＢＳから送信されたＳＳＳを
検出する。いくつかのケースでは、示されているように、ＵＥがＣＥモードにあるときで
も、ＰＳＳおよびＳＳＳは、繰り返しで送信されないことがある。しかしながら、他のケ
ースでは、ＰＳＳおよびＳＳＳは、繰り返しで送信され得る。上述のように、ＰＳＳおよ
びＳＳＳを検出すると、ＵＥは、与えられたセルに関するＰＣＩを決定し得、およびセル
から（たとえば、ＰＢＣＨにおいて）ブロードキャストされるシステム情報を受信するこ
とが可能であり得る。
【００５５】
　[0064]５０６において、ＵＥは、ＢＳからブロードキャストされるＰＢＣＨを（繰り返
しで）受信し得る。いくつかのケースでは、ＵＥは、（たとえば、悪い無線チャネル状態
にあるＵＥは、セルにおいて送信されるＰＢＣＨを成功裏に受信および／または復号する
ことが可能であるように）マルチプルなサブフレームにわたるＰＢＣＨの１回または複数
回の追加の繰り返しでＰＢＣＨを受信することが可能であり得る。ＰＢＣＨの繰り返しは
、サブフレーム０内に、およびさらに他のサブフレーム（たとえば、サブフレーム５など
）に、あり得る。
【００５６】
　[0065]上述のように、いくつかのケースでは（たとえば、ＵＥはＤＲＸ動作をサポート
するとき）、低電力状態において動作するＵＥは、低電力状態を出る（または低電力状態
から目覚める(waking up)）と、セル探索および捕捉のプロシージャを実行し得る。たと
えば、低電力状態から目覚めると、ＵＥは（たとえば、ローカルクロックがドリフトする
ことに一部起因する）不正確なタイミング同期を有し得る、ＵＥの局部発振器はドリフト
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し得る、など。したがって、いくつかのケースでは、ＵＥは接続されたモードであるがＤ
ＲＸ動作中であるときでも、ＵＥは、セルへのタイミングおよび／または周波数同期を補
正するために、セル探索および捕捉のプロシージャを実行し得る。
【００５７】
　[0066]しかしながら、低コストのＵＥのような、制限された通信リソースを有するいく
つかのデバイスに関して、セル探索および捕捉のプロシージャは、過大な量の時間がかか
り得る。たとえば、低コストのＵＥは、一般的に、信号対雑音比（ＳＮＲ：signal-to-no
ise ratio）、経路損失、受信信号の強度、以下同様のような、１つまたはメトリックに
よって測定されるように極めて不十分な無線チャネル状態をもつ環境において動作し得る
。１つのケースでは、一例として、ＵＥは、ＣＥモードにある間、－１５ｄＢのＳＮＲで
動作し得る。不十分な無線チャネル状態において動作するとき、低コストのＵＥは、ＵＥ
がセルを捕捉することが可能になる前に、１つまたは複数のセル捕捉の信号（たとえば、
ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨなど）のいくつかの繰り返し（たとえば、ＣＥモード）を使用
し得る。これらの状況では、ＵＥは、（たとえば、探索が成功しない場合）ページング(p
aging)の機会を逃し得、および／または（ＵＥがセルを探索するために前もって目覚めな
ければならないことがあるので、セル捕捉を実行するためにかかる増加された時間に一部
起因して）バッテリーの消費量を増加させ得る。
【００５８】
　[0067]したがって、セル捕捉を実行することに関連する時間を低減し得る技法を提供す
ることは有用であり得る。
セル捕捉を拡張することに関する技法
【００５９】
　[0068]上述のように、本明細書で提示される１つまたは複数の技法は、いくつかのデバ
イス（たとえば、低コストのＵＥ、非低コストのＵＥ）がセル捕捉を実行することを支援
するために、１つまたは複数のＢＳによって使用され得る。本明細書で提示される１つま
たは複数の技法はまた、セル捕捉を実行することに関連する時間を低減するために、いく
つかのデバイス（たとえば、低コストのＵＥ、非低コストのＵＥ）によって使用され得る
。本明細書で使用されるように、用語「セル捕捉」は、セルを探索することおよび／また
はセルを捕捉すること（たとえば、セルに同期すること）に言及するために使用され得る
。
【００６０】
　[0069]図６は、本開示のいくつかの態様に従った、ワイヤレス通信に関する例示的な動
作６００を示す。動作６００は、図１および図２に示されているＢＳ／ｅＮＢ１１０のう
ちの１つのような、ＢＳによって実行され得る。
【００６１】
　[0070]動作６００は、６０２において開始し得、ここで、ＢＳは、１つまたは複数のＵ
Ｅによるセル捕捉を支援するための１つまたは複数の機会を決定する。６０４において、
ＢＳは、決定された１つまたは複数の機会の間に、セル捕捉に関して使用される１つまた
は複数の信号のための送信電力をブーストする。
【００６２】
　[0071]図７は、本開示のいくつかの態様に従った、ワイヤレス通信に関する例示的な動
作７００を示す。動作７００は、低コストのＵＥ、非低コストのＵＥなどのような、ＵＥ
によって実行され得、それは図１および図２に示されているＵＥ１２０のうちの１つであ
り得る。
【００６３】
　[0072]動作７００は、７０２において開始し得、ここで、ＵＥは、ＢＳによって送信さ
れた１つまたは複数の信号に基づいて、セル捕捉を実行するために第１の低電力状態を出
る。７０４において、ＵＥは、セル捕捉を実行するときに捕捉時間を低減するための１つ
または複数の行動をとる。いくつかの態様では、１つまたは複数の行動をとることは、Ｂ
Ｓによって送信された１つまたは複数の信号の低減されたセットを監視しながらセル捕捉
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を実行することを含み得る。図８および図９に言及して以下でより詳細に記述されるよう
に、いくつかの態様では、１つまたは複数の行動をとることは、決定された機会に関する
情報（たとえば、告知）に基づいて、低電力状態を出ることを調整することを含み得る。
図１０に言及して以下でより詳細に記述されるように、いくつかの態様では、１つまたは
複数の行動をとることは、１つまたは複数の信号品質の測定値に基づいてセル捕捉を終了
することと、およびセル捕捉を終了した後に低電力状態に戻ることとを含み得る。
【００６４】
　[0073]いくつかの態様に従って、ＢＳは、セル捕捉を実行するときにＵＥによって使用
される１つまたは複数の信号（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨなど）の送信電力を
（決定された機会の間に）ブーストすることによって、ＵＥがセル捕捉を実行することを
支援し得る。
【００６５】
　[0074]たとえば、一態様に従って、ＢＳは、すべての利用可能な送信電力を利用可能な
システム帯域幅の中心帯域幅領域に割り振ることによって、１つまたは複数の信号の送信
電力をブーストすることが可能であり得る。いくつかのケースでは、中心帯域幅領域は、
６つのリソースブロック（ＲＢ）または１．４ＭＨｚであり得る。いくつかのケースでは
、中心帯域幅領域は、（たとえば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚにおける）
より広いシステム帯域幅から区分される中心狭帯域領域（たとえば、６つのＲＢなど）で
あり得る。いくつかのケースでは、ＢＳは、すべての利用可能な送信電力をより広いシス
テム帯域幅の外に区分される別の狭帯域領域に（たとえば、中心狭帯域領域に対立するも
のとして）割り振ることによって、１つまたは複数の信号の送信電力をブーストし得る。
【００６６】
　[0075]代替的にまたは追加的に、いくつかの態様に従って、ＢＳは、セル捕捉に関して
使用される１つまたは複数の信号の送信電力をブーストするために、決定された機会の間
に、物理ダウンリンクの共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の割当ての数を低減し得る。いくつ
かの態様では、ＢＳは、セル捕捉に関して使用される１つまたは複数の信号の送信電力を
ブーストするために、決定された機会の間に、０個または低減された数のＰＤＳＣＨの割
当てを送信することを決定し得る。いくつかの態様では、ＵＥは、（たとえば、すべての
送信電力を特定の狭帯域領域に割り振ることによって）１つまたは複数の信号の送信電力
をブーストしながら、全システム帯域幅においてＣＲＳを依然として送信し得る。
【００６７】
　[0076]いくつかの態様に従って、ＢＳは、１つまたは複数のＵＥがいつ低電力状態を出
ることが予想されるかの知識に基づいて、送信電力をブーストする機会を決定し得る。た
とえば、ＢＳは、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作する１つまたは複数のＵＥの
ＤＲＸ構成および／またはページングサイクルの知識を有し得、および１つまたは複数の
ＵＥのアウェイクサイクルを決定するために、ＤＲＸ構成および／またはページングサイ
クルの知識を使用し得る。
【００６８】
　[0077]図８は、たとえば、本開示のいくつかの態様に従って、ＢＳ（たとえば、ＢＳ／
ｅＮＢ１１０）が、１つまたは複数の決定された機会の間に、セル捕捉に関して使用され
る（たとえば、ＵＥ１２０への）１つまたは複数の信号の送信電力をブーストし得る、例
示的なシナリオを示す。
【００６９】
　[0078]図８に示されているように、ＢＳは、ＵＥ１２０が、（たとえば、８０４におい
て低電力状態を出た後に）８０２および８０６においてアウェイクであることが予想され
ると（たとえば、ＵＥのＤＲＸ構成および／またはページングサイクルに基づいて）決定
し得る。この知識に基づいて、ＢＳは、ＵＥが１つまたは複数の信号を監視していること
が予想される時間（たとえば、ブーストする機会８０８および８１２）の間に、（たとえ
ば、８１０においてその後送信される１つまたは複数の信号の送信電力に対して）１つま
たは複数の信号の送信電力をブーストすることを決定し得る。いくつかの態様に従って、
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示されるように、ブーストする機会８０８および８１２は、ＵＥのアウェイクサイクルと
部分的に重複し得る。いくつかの態様に従って、示されていないが、ブーストする機会は
、ＵＥのアウェイクサイクルと完全に重複し得る。さらに、１つのＵＥは図８に示されて
いるが、ＢＳはまた、複数のＵＥのＤＲＸ構成の知識を有し得、および複数のＵＥのＤＲ
Ｘ構成に基づいてブーストする機会を決定し得る。
【００７０】
　[0079]いくつかの態様に従って、ＢＳはまた、１つまたは複数のＵＥのアウェイクサイ
クルを整合する努力において、１つまたは複数のＵＥのＤＲＸ構成を構成することが可能
であり得る。たとえば、いくつかのケースでは、重複しないアウェイクサイクルをもつい
くつかのＵＥがある場合、ＢＳは、電力のブーストする機会の量を低減するために、ＵＥ
のアウェイクサイクルの一部（または全部）を整合させることを試み得る。
【００７１】
　[0080]追加的にまたは代替的に、いくつかの態様に従って、ＢＳは、１つまたは複数の
ＵＥに、ブーストする機会に関する情報を告知し得る。たとえば、ＢＳは、周期的にまた
は非周期的に、ＵＥへの１つまたは複数の信号の送信電力をブーストし得、およびＵＥに
周期的な（または非周期的な）ブーストする機会を告知し得る。ＵＥは、次いで、それが
、告知されたブーストする機会の間に１つまたは複数の信号を受信するために、アウェイ
クするか否かを決定し得る。
【００７２】
　[0081]図９は、たとえば、本開示のいくつかの態様に従って、ＢＳ（たとえば、ＢＳ１
１０）は、告知されたブーストする機会の間に、セル捕捉に関して使用される（たとえば
、ＵＥ１２０への）１つまたは複数の信号の送信電力をブーストし得る、例示的なシナリ
オを示す。
【００７３】
　[0082]いくつかの態様に従って、ＵＥは、１つまたは複数の信号が、ブーストされた送
信電力を用いて送信される機会に関する情報をもつＢＳから告知を受信し得る。たとえば
、いくつかのケースでは、ＢＳは、システム情報のブロードキャストを介して、１つまた
は複数のＵＥに、ブーストする機会に関する情報を告知し得る。告知の情報を受信した後
に、ＵＥは、告知における情報に基づいて、第１の低電力状態を出ることを調整し得る。
【００７４】
　[0083]いくつかの態様に従って、ＵＥは、最初に、第１の低電力状態９０２（たとえば
、スリープモード）にあり得るが、告知における情報に基づいて、第１の低電力状態９０
２を出ることを調整することを決定し得る。たとえば、図９に示されているように、ＵＥ
は、ブーストする機会の知識に基づいて、９１０において、告知された電力ブーストを使
用する（たとえば、告知された電力ブーストの間にセル捕捉の信号を監視すること）ため
に、（たとえば、第１の低電力状態９０２を出ることによって）９０４において前もって
目覚めることを決定し得る。９１０において送信されるセル捕捉の信号（たとえば、ＰＳ
Ｓ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨなど）のブーストされた送信電力は、９１２および９１４において
送信されるセル捕捉の信号の送信電力に対するものであることに留意されたい。
【００７５】
　[0084]いくつかの態様に従って、ＵＥは、告知された機会のうちの１つの間にすでに実
行されたセル捕捉に基づいて、１つまたは複数の信号（たとえば、ページングメッセージ
など）を監視するために、（第１の低電力状態とは異なる）第２のより低い電力状態を出
得る。たとえば、ブーストされた機会９０４の間に１つまたは複数のセル捕捉の信号を受
信した後に、ＵＥは、次いで、ＵＥが（たとえば、その元のアウェイクサイクルに基づい
て）９０８においてアウェイクする時間であるまで、第２の低電力状態９０６（たとえば
、軽いスリープモード）に入ることを決定し得る。ＵＥは、告知された機会の間に取得さ
れた１つまたは複数の信号に関連しない１つまたは複数の信号（たとえば、ページングメ
ッセージなど）を監視するために、第２の低電力状態９０６を出得る。いくつかの態様で
は、第２の低電力状態９０６にある間、ＵＥは、電力消費を低減するために、いくつかの
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処理をターンオフする(turn off)（たとえば、そのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）の
受信機をターンオフする）間に、（たとえば、その局部発振器がドリフトすることを防ぐ
ために）制限された量のＲＦの監視を有し得る。
【００７６】
　[0085]上述のように、いくつかのケースでは、ＵＥが初めてセルにアクセスするとき、
ＵＥは、最も強いセルを知らないことがあり、したがって、セルを捕捉するためにセル探
索および捕捉のプロシージャを実行し得る。しかしながら、上述のように、セル捕捉が実
行されるたびに、ＵＥは、セルＩＤ（ＰＣＩ）、シンボルタイミングの情報、フレームタ
イミングの情報（たとえば、ＳＦ０／５）、サイクリックプレフィックス長（たとえば、
ノーマルサイクリックプレフィックスが使用されるのか、拡張されたサイクリックプレフ
ィックスが使用されるのか）、ＴＤＤ／ＦＤＤが利用されるかどうかなどのような、いく
らかの量の情報を検出しなければならないことがある。そのような多数の仮説を探索する
ことは、セル捕捉のプロシージャに関連する時間の量を増加させ得る。
【００７７】
　[0086]したがって、ＵＥが、同期信号を探索することに関連する時間を低減することを
可能にする技法を提供することは有用であり得る。
【００７８】
　[0087]いくつかの態様に従って、本明細書で提示される技法は、ＵＥが、セル捕捉を実
行するときに、同期信号の低減されたセットを監視することを可能にすることによって、
セル捕捉を実行することに関連する時間を低減し得る。たとえば、いくつかの態様に従っ
て、低減されたセットは、あらかじめ決定されたセルＩＤ、ノーマル／ロングサイクリッ
クプレフィックス、またはＴＤＤ／ＦＤＤの情報などに少なくとも部分的に基づき得る。
【００７９】
　[0088]低電力状態（たとえば、第１の電力状態）を出るいくつかのデバイスに関して（
たとえば、低コストのＵＥに関して）、低コストのＵＥは、同期信号からあらかじめ決定
された情報のいくつかは同じであると高い確率で決定することが可能であり得る。たとえ
ば、一般的に、低いモビリティ(mobility)を有する低コストのＵＥに関して、低コストの
ＵＥは、最も強いセルＩＤが、低コストのＵＥが低電力状態に入る前に同期したセルのセ
ルＩＤと同じであると決定することが可能であり得る。同様に、低コストのＵＥは、ＴＤ
Ｄ／ＦＤＤの情報、サイクリックプレフィックス長の情報なども同じであると決定するこ
とが可能であり得る。
【００８０】
　[0089]したがって、いくつかの態様に従って、第１の低電力状態を出ると、ＵＥは、（
たとえば、ＰＳＳおよびＳＳＳのタイミングに加えて、ＰＳＳおよびＳＳＳに関連するＴ
ＤＤ／ＦＤＤの決定、サイクリックプレフィックス長、セルＩＤを監視することに対立す
るものとして）あらかじめ決定されたセルＩＤに対応するＰＳＳおよびＳＳＳのタイミン
グのみを監視することによって、探索されなければならない可能性のある仮説の数を低減
することが可能であり得る。
【００８１】
　[0090]同じく上述のように、いくつかのデバイス（たとえば、低コストのＵＥ）は、不
十分な無線チャネル状態において動作し得、それは、（たとえば、動作中のチャネル状態
が、セル捕捉の信号を受信するには不十分すぎることがあり得るので）ＵＥが、目覚める
ときにセル捕捉を成功裏に実行するために必要とされる時間を増加させ得る。
【００８２】
　[0091]したがって、ＵＥが、不十分な無線チャネル状態において動作しているときに、
セル捕捉のプロシージャを一時的に中止することを可能にする技法を提供することは有用
であり得る。
【００８３】
　[0092]いくつかの態様に従って、本明細書で提示される技法は、ＵＥが、１つまたは複
数の信号品質の測定値に基づいてセル捕捉を終了することと、およびセル捕捉を終了した
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後に第１の低電力状態に戻ることとを可能にし得る。
【００８４】
　[0093]図１０は、たとえば、本開示のいくつかの態様に従って、ＵＥ１２０が１つまた
は複数の信号品質の測定値に基づいてセル捕捉を終了し得る、例示的なシナリオを示す。
【００８５】
　[0094]図１０に示されているように、ＵＥは、セル捕捉を実行するために１００２にお
いて第１の低電力状態を出ると、無線チャネル状態が不十分であると決定する場合、ＵＥ
は、同期信号（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨなど）を探索することを停止するこ
とと、セル捕捉を終了した後に１００４において第１の低電力状態に戻ることとを決定し
得る。同じく示されているように、（たとえば、その次のアウェイクサイクルの間に）１
００６において目覚めると、ＵＥは、無線チャネル状態が良好であると決定した後に、セ
ル捕捉のプロシージャを続け得る。
【００８６】
　[0095]１つまたは複数の信号品質の測定値は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）
の測定値、ＲＳＲＰ、経路損失の測定値、ＳＮＲ、またはいくつかの他のメトリックであ
り得る。いくつかの態様では、この技法は、時間のダイバーシティ(diversity)を与え得
、電力消費を低減し得るなどである。
【００８７】
　[0096]本明細書で提示される様々な技法は、セル捕捉を実行することに関連する時間を
改善し得、およびその結果、デバイス性能を改善し得、および／または電力消費を低減し
得る。
【００８８】
　[0097]本明細書で使用されるように、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」に言及
する句は、単一のメンバーを含む、それらの項目のいずれかの組合せに言及する。一例と
して、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、
ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃ、ならびに複数の同じ要素をもついずれかの組合せ（たとえば
、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ
－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃのいずれか
の他の順序）を包含するものとする。
【００８９】
　[0098]本明細書で使用されるように、用語「決定すること（determining）」は、多種
多様な行動を包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、決定すること（
deciding）、検出すること、算出すること、処理すること、導出すること、調査すること
、ルックアップすること(looking up)（たとえば、テーブル、データベースまたは別のデ
ータ構造においてルックアップすること）、確認すること、以下同様を含み得る。また、
「決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスするこ
と（たとえば、メモリにおけるデータにアクセスすること）、以下同様を含み得る。また
、「決定すること」は、解決すること、選択すること(selecting)、選定すること(choosi
ng)、確立すること、以下同様を含み得る。
【００９０】
　[0099]いくつかのケースでは、フレームを実際に通信するのではなく、デバイスは、送
信または受信に関してフレームを通信するためのインターフェースを有し得る。たとえば
、プロセッサは、送信に関してＲＦのフロントエンドに、バスのインターフェースを介し
て、フレームを出力または送信し得る。同様に、フレームを実際に受信するのではなく、
デバイスは、別のデバイスから受信されたフレームを取得するためのインターフェースを
有し得る。たとえば、プロセッサは、送信に関してＲＦのフロントエンドから、バスのイ
ンターフェースを介して、フレームを取得（または受信）し得る。
【００９１】
　[0100]本明細書で開示される方法は、記述された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたは行動を備える。本方法のステップおよび／または行動は、特許請求の範
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囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは行動の特定
の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／または行動の順序および／または使
用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【００９２】
　[0101]上記で記述された方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能ない
ずれかの好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の
）ハードウェアおよび／またはソフトウェアの構成要素および／またはモジュールを含み
得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、コード、マイク
ロコード、ハードウェアの記述言語、機械言語またはその他と言及されるかにかかわらず
、命令、データ、コードまたはそれらのいずれかの組合せを意味すると広く解釈されたい
。一般的に、図に示されている動作がある場合、それらの動作は、いずれかの好適な対応
するカウンターパート(counterpart)のミーンズプラスファンクション(means-plus-funct
ion)の構成要素によって実行され得る。
【００９３】
　[0102]たとえば、決定するための手段、支援するための手段、ブーストするための手段
、構成するための手段、割り振るための手段、低減するための手段、および／または示す
ための手段は、図２に示されている基地局１１０の送信プロセッサ２２０、コントローラ
／プロセッサ２４０、スケジューラ２４６および／あるいは他のプロセッサまたはモジュ
ールのような、１つまたは複数のプロセッサを含み得る。告知するための手段、ブースト
するための手段、送信するための手段および／または受信するための手段は、図２に示さ
れている基地局１１０の送信プロセッサ２２０、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２３０、受信
プロセッサ２３８、ＭＩＭＯ検出器２３６６、（１つまたは複数の）変調器／復調器２３
２ａ～２３２ｔ、および／または（１つまたは複数の）アンテナ２３４ａ～２３４ｔのよ
うな、送信機を含み得る。出るための手段、とるための手段、調整するための手段、実行
するための手段、監視するための手段、探索するための手段、終了するための手段、低減
するための手段、戻るための手段、決定するための手段および／または示すための手段は
、図２に示されているユーザ端末１２０の受信プロセッサ２５８、コントローラ／プロセ
ッサ２８０および／あるいは他のプロセッサまたはモジュールのような、１つまたは複数
のプロセッサを含み得る。受信するための手段および／または送信するための手段は、図
２に示されているユーザ端末１２０の受信機プロセッサ２５８、ＭＩＭＯ検出器２５６、
送信プロセッサ２６４、送信ＭＩＭＯプロセッサ２６６、（１つまたは複数の）変調器／
復調器２５４ａ～２５４ｒ、および／または（１つまたは複数の）アンテナ２５２ａ～２
５２ｒを含み得る。
【００９４】
　[0103] 当業者は、情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して
表され得ることを理解されよう。たとえば、上記の記述全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの組合せによって表さ
れ得る。
【００９５】
　[0104]当業者は、さらに、本明細書の開示に結び付いて記述されたアルゴリズムステッ
プおよび回路、モジュール、様々な例示的な論理ブロックは、ハードウェア、ソフトウェ
ア、またはそれらの組合せとして実装され得ることを、諒解されよう。ハードウェアおよ
びソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、
モジュール、回路、およびステップは、それらの機能に関して一般的に上記で記述された
。そのような機能性がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装される
かは、全体的なシステムに課される設計の制約および特定のアプリケーションに依存する
。当業者は、特定のアプリケーションごとに様々な方法で記述された機能性を実装し得る
が、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきで



(22) JP 2018-510582 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

はない。
【００９６】
　[0105]本明細書の開示に結び付いて記述された様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他の
プログラマブルな論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア
の構成要素、あるいは本明細書で記述された機能を実行するように設計されたそれらのい
ずれかの組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
であり得るが、代替に、プロセッサは、いずれかの従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティン
グデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと共にする１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいはい
ずれかの他のそのような構成として実装され得る。
【００９７】
　[0106]本明細書の開示に結び付いて記述された方法またはアルゴリズムのステップは、
ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにおいて
、またはそれらの組合せにおいて、直接的に実施され得る。ソフトウェアモジュールは、
ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標）メモリ、相変化メモリ（ＰＣＭ）、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルデ
ィスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られているいずれかの他の形態の記憶媒体
に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることがで
き、および記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結び付けられる
。代替に、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩ
Ｃに存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末に存在し得る。代替に、プロセッサおよび記憶媒
体は、ユーザ端末における個別の構成要素として存在し得る。
【００９８】
　[0107]１つまたは複数の例示的な設計では、記述された機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は
、コンピュータ可読媒体上に、記憶されるか、あるいは１つまたは複数の命令またはコー
ドとして送信され得る。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュ
ータプログラムの転送を促進するいずれかの媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピ
ュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセ
スされ得るいずれかの利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ／ＤＶＤまたは他の光ディ
スクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは
命令またはデータ構造の形態における所望のプログラムコードの手段を搬送または記憶す
るために使用され得、および汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プ
ロセッサによってアクセスされ得る、いずれかの他の媒体を備えることができる。また、
いずれかの接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアは、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイ
ト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワ
イヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、
本明細書で使用されるように、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク
（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディ
スク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれるべきである。
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【００９９】
　[0108]本開示の以上の記述は、いかなる当業者も本開示を作成または使用することがで
きるように与えられる。本開示への様々な変更は当業者に容易に明らかであり、および本
明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形
形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で記述された例および設計に限定
されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範
囲を与えられるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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